
（別紙４）

こころとそだちの支援室　ぽーれ
公表日 　　R8　　年　3　月　19　日

利用児童数 　　　　　年　　　月　　　日 回収数

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。

100% 0% 0% 0%

走ったりすることもできる広い部屋で

す。

2 職員の配置数は適切であると思いますか。

50% 0% 0% 50%

こども１人に対して、先生２人で対応し

てくれています。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い

ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。 100% 0% 0% 0%

待合室には事業所のさまざまな活動報告

の資料があり、手に取ることができま

す。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。

また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。
100% 0% 0% 0%

清潔です。

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。 
100% 0% 0% 0%

専門的な視点から解説してくれ、子供を

理解する助けになっています。

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合っていると思いますか 。
100% 0% 0% 0%

プログラムと具体的支援は一致している

と思います。

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、児童発達支援計画（個別支援計画）が作成されていると思

いますか。 100% 0% 0% 0%

こどものことを客観的に観察され、必要

な支援を計画して、実行してくれていま

す。

8

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提

供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援 」で示す支援

内容からこどもの支援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体的

な支援内容が設定されていると思いますか。
100% 0% 0% 0%

子どもの特性に合わせた支援が行われて

います。

9 児童発達支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。

100% 0% 0% 0%

計画に則した支援が行われています。

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います

か。
100% 0% 0% 0%

毎回、子供の成長に応じて、支援内容を少し

ずつ変更するなど、常に子どもの変化に対応

をした支援をしてくれます。

11
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で他のこどもと

活動する機会がありますか。
100% 0% 0% 0%

並行通園しています。

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい

て丁寧な説明がありましたか。
100% 0% 0% 0%

資料を見ながら説明を受けました。

13 「児童発達支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされましたか。

100% 0% 0% 0%

資料を見ながら説明を受けました。

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。 100% 0% 0% 0%

施設内にチラシが貼られ、情報は誰でも

目にすることができます。

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができていると思いますか。
100% 0% 0% 0%

個別指導時に相談するなどしています。

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。

100% 0% 0% 0%

毎回の指導時に助言を受けています。

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。

100% 0% 0% 0%

親の考えや意見を尊重し、その上で助言

してくれます。

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流

の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ

い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら

れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。
100% 0% 0% 0%

お祭りなどイベントには家族で参加しま

す。

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。
100% 0% 0% 0%

相談には迅速に対応してくれます。
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20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。
100% 0% 0% 0%

分かりやすい言葉で説明してくれます。

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ

れていますか。 100% 0% 0% 0%

情報発信されています。

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。

100% 0% 0% 0%

たよりなどには、個人情報の配慮がされ

ています。

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま

すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。 0% 0% 0% 100%

避難訓練などがあるかは分かりません。

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓

練が行われていますか。
100% 0% 0% 0%

感染予防に努めていると思います。

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
100% 0% 0% 0%

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事

故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。
100% 0% 0% 0%

今のところ、そのような緊急連絡はあり

ませんが、万が一、何かあれば、すぐ連

絡がくると思います。

27 こどもは安心感をもって通所していますか 。

100% 0% 0% 0%

担当の先生を信頼しています。

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。

100% 0% 0% 0%

楽しみにしています。

29 事業所の支援に満足していますか。

100% 0% 0% 0%

支援に感謝しています。
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（別紙５）

こころとそだちの支援室　ぽーれ
公表日 　　R8　年　3　月　19　日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。

100%

2
利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切である

か。
100%

専門職を多く配置し、子に応じた発達支援が

的確にできている。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化

や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100%

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。ま

た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。
100%

廊下が夏は暑い、冬は極寒、と温度差の大変さはある。冬

はヒーターを使用したりとできることは行っているが、老

朽化は否めない

・壊れかけているものなど適宜修理をしてい

るが、壊れると危険なため新しく買った方が

良い物もあると思う。・

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認めら

れる環境になっているか 。
100%

6
業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)

に、広く職員が参画しているか。
100%

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け

ており、その内容を業務改善につなげているか。
100%

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に

つなげているか。 
100%

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。
100%

法人の監事監査を毎年行っている。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で

研修を開催する機会が確保されているか。
100%

幼児対象の研修はもっと受けたい。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。

100%

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者

のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成

しているか。 100%

13

児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけ

でなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最

善の利益を考慮した検討が行われているか。  100%

14
児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われ

ているか。 
100%

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ

ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな

アセスメントを使用する等により確認しているか。 100%

16

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支

援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支

援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえな

がら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具

体的な支援内容が設定されているか。 100%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。

100%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。

100%

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児

童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。
100%

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の

内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい

るか。 100%

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援

の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
100%

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に

つなげているか。
100%
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23
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性

を判断し、適切な見直しを行っているか。
100%

24
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議

に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
100%

25
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、

教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。
100%

26

併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の

観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども

園、幼稚園、特別支援学校(幼稚部)等との間で、支援内容等の情報

共有と相互理解を図っているか。
100%

27
就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、

支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。
100%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携

を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。

29
質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受け

たり、職員を外部研修に参加させているか。

30
(自立支援)協議会こども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極

的に参加しているか。

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスー

パーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。

32
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこど

もと活動する機会があるか。
100%

33
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や

課題について共通理解を持っているか。
100%

34

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ

ラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機

会や情報提供等を行っているか。 100%

35
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を

行っているか。
100%

36

児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊

重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家

族の意向を確認する機会を設けているか 。 100%

37
「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者

から児童発達支援計画の同意を得ているか。
100%

38
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応

じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。
100%

39

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ

り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま

た、きょうだい同士で交流する機会を設ける等の支援をしている

か。 100%

40

こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備す

るとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合

に迅速かつ適切に対応しているか。 100%

41

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することに

より、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に

対して発信しているか。 100%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。

100%

43
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮

をしているか。
100%

44
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。
100%

45

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも

に、発生を想定した訓練を実施しているか。 100%

46
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備

え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。
100%

31

100%

28
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47
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し

ているか。
100%

48
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応

がされているか。
100%

49
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措

置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
100%

50
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全

計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。
100%

51
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について

検討をしているか。
100%

52
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を

しているか。
100%

53

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に

決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児

童発達支援計画に記載しているか。 100%
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（別紙４）

こころとそだちの支援室　ぽーれ
公表日 　8年　3月　19　日

利用児童数 回収数

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1
こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思

いますか。
92.30% 7% 0% 3.40%

・普段、子供が活動している部屋等はスペー

スはあると思う。何かイベントや運動する場

合は、近くの体育館等を借りている事もあ

る。

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 96.20% 0% 0% 3.80%

・先生たちは以前よりもふえてきたように感じま

す。

・職員の方が何人いて、利用されている方が何人

いるのか把握できているわけではないので、わか

らないを選びました。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境に

なっていると思いますか。また、事業所の設備等は、障

害特性に応じて、バリアフリー化や情報伝達等への配慮

が適切になされていると思いますか。

69.00% 23.00% 0% 7.00%

・特性に応じた情報伝達の配慮がしてあると思います。

・入り口など、一部バリアフリーになっていない所がありま

す。

・場所に慣れれば大丈夫ですが、トイレは段差があり少し危な

いかもしれません。

4

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になってい

ると思いますか。また、こども達の活動に合わせた空間

となっていると思いますか。

96.20% 0% 0% 3.80%

・清潔な空間でキレイになっていると思います。

・待合の水槽が楽しみです。

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた

専門性のある支援が受けられていると思いますか。 
96.20% 0% 0% 3.80%

・子どもの特性を理解していると感じます。

・専門の先生方なので安心です。

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供

する支援内容と合っていると思いますか 。
96.20% 0% 0% 3.80%

・細かく設定がされていてわかりやすい。

・ホームページで見ました。

・専門の先生達が考えて下さるプログラムです。

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや

課題が客観的に分析された上で、放課後等デイサービス

計画（個別支援計画）が作成されていると思いますか。

100% 0% 0% 0%

・話し合いができています。

・課題はわかりやすく提示されていま

す。

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの

「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支

援」、「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が

適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思い

ますか。

96.20% 0% 0% 3.80%

・専門的に支援内容が設定されていて納得で

きます。

9
放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われている

と思いますか。
100% 0% 0% 0%

・丁寧に支援して頂いています。

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫され

ていると思いますか。
92.30% 0% 0% 7.70%

・女子会など新しい試みで、子ども同士が交流で

きる場が増えて、嬉しいです。

・色々な活動を考えてもらえています。

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこど

もと活動する機会がありますか。
19.20% 23.10% 30.80% 26.90%

・本人も保護者も求めていない。

・習い事で幼稚園時代のお友達に会う機会はあり

ますが、学校のお友達と学校以外で会う機会はあ

りません。

・お祭りで地域の方が来ていました。

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利

用者負担等について丁寧な説明がありましたか。
84.60% 11.50% 0% 3.80%

・契約の時に説明を受けています。

13
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容

の説明がなされましたか。
88.50% 8% 0% 3.80%

・目標とモニタリングの説明を受けまし

た。

・忘れました。

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレン

ト・トレーニング等)や家族等も参加できる研修会や情報

提供の機会等が行われていますか。

96.20% 0% 4% 0.00%

・本人が楽しんで安心して通えることが目的なの

で、そういう機会がなくても問題はないと思いま

す。

・月1回の土曜親講座がためになります。

・ペアプロ開催のお知らせがありました。

15

日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健

康や発達の状況について共通理解ができていると思いま

すか。

92.30% 7.70% 0.00% 0%

・親サポートで共通理解ができています。

・専門的な助言を頂けて安心します。

16
定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われ

ていますか。
100.00% 0.00% 0% 0.00%

・月1で子どもの状況を伝える「親サポ」の機会を

設けていただいています。

・活動の様子や子供の最近の様子が分かり助かり

ます。

17
事業所の職員から共感的に支援をされていると思います

か。
100.00% 0% 0% 0.00%

・子どもに寄り添ってもらい、娘は本当に楽しみ

に安心して通わせていただいています。

・本当に来てよかったと思える場所です。

ありがとうございます。環境維持に努め

ていきたいと思います。

ありがとうございます。今後も専門的な

支援を続けていきたいと思います。

ホームページで公表しております。是非

ご覧ください。

今後も丁寧な対応を心がけていきたいと

思います。

環

境

・

体

制

整

備

適

切

な

支

援

の

提

供

本人に合わせた支援内容を設定させてい

ただいております。

支援の様子を親サポートで共有していま

す。

活動内容は子どもの特性に応じて支援させて

いただいています。今後も企画などがありま

したらご参加ください。

法人のお祭りで地域住民の方と交流する機会

があります。是非ご参加下さい。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

ありがとうございます。今後も子どもた

ちが楽しく活動できるよう、環境調整に

努めたいと思います。

職員配置に関しましては、待合室に掲示

している「運営要項」をご覧いただく

と、毎年の職員の配置人数が記載されて

おります。

安全にご利用できるよう、視覚支援等で

配慮していけたらと思います。

ありがとうございます。お子さん達に

とってぽーれが心地よい場所となるよ

う、今後も支援していきます。

保

護

者

へ

の

説

明

等

契約時に説明させていただいておりま

す。

随時行っております。

月１回土曜日に親サロンを実施していま

す。是非ご参加ください。また、今年度

は外部講師をお招きし、ペアレントプロ

グラムの実施もありました。

子育てサポートとして実施しています。また

親サポートの中でも情報共有させて頂いてお

ります。

月１回親御さんとお話しする時間「親サ

ポート」を実施しています。心理的な助

言や一緒に考える時間を提供しておりま

す。

保護者等からの事業所評価の集計結果公



18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、

保護者同士の交流の機会が設けられるなど、家族への支

援がされているか。また、きょうだい向けのイベントの

開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けられ

るなど、きょうだいへの支援がされていますか。

65.40% 11.50% 0% 23.10%

・保護者同士の交流は、良い機会です。

・夏祭りのお誘いをしていただきました。

・兄妹への支援にんついては分かりません。

・そだちば教室で兄妹参加させてもらったことが

あります。

・月１回土曜日の親サロンが楽しみです。

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制

が整備されているとともに、こどもや保護者に対してそ

のような場があることについて周知・説明され、相談や

申入れをした際に迅速かつ適切に対応されていますか。

92.30% 3.80% 0% 3.80%

・困った時は親サポートで相談させてもらってい

ます。

・ていねいに対応して頂いています。

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮

がなされていると思いますか。
96.20% 0.00% 0% 3.80%

・親サポートで配慮して頂いている。

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行

事予定、連絡体制等の情報や業務に関する自己評価の結

果をこどもや保護者に対して発信されていますか。

76.90% 8% 15.40% 17.20%

・毎月新聞を見ています。

・待合室に貼ってある新聞を見ています。

・私自身がぽーれさんのSNSをほとんどみていな

くて、この回答にさせていただきました。すみま

せん。

22
個人情報の取扱いに十分に留意されていると思います

か。
96.20% 0% 0% 3.80%

・信頼できています。

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュア

ル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等が策定さ

れ、保護者に周知・説明されていますか。また、発生を

想定した訓練が実施されていますか。

65.40% 11.50% 3.80% 19.20%

・緊急時の対応、感染症等、契約時に説明が

ありました。

・感染症についてお知らせを見ました。

・訓練が行われているのか分かりません。

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救

出その他必要な訓練が行われていますか。
57.70% 7.70% 4% 30.80%

・避難訓練をしている

・新聞で実施しているのは見ている

25

事業所より、こどもの安全を確保するための計画につい

て周知される等、安全の確保が十分に行われた上で支援

が行われていると思いますか 。

80.80% 15% 0.00% 3.80%

最初に災害時の避難場所の説明を受けて

いる

26

事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から

速やかな連絡や事故が発生した際の状況等について説明

がされていると思いますか。

53.80% 0% 3% 42.30%

そのような事になったことがないです。

27 こどもは安心感をもって通所していますか。  100.00% 0.00% 0% 0.00%

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 92.30% 7.70% 0% 0.00%

部活動が忙しく、部活動がない日に通所の予定が

入ることが多いので、疲れてしまうことがある。

29 事業所の支援に満足していますか。 100.00% 0.00% 0% 0%

いつもありがとうございます。

そだちば教室での保護者サロンや月１回の親

サロン、また小グループでの親グループ等、

様々な交流の機会を設けております。また、

そだちば教室や、法人のお祭りではご兄弟や

祖父母の皆さんも参加していただけておりま

す。

親サポートにて対応させていただいてお

ります。

新聞の発行を行っております。待合室にも掲

示してありますので是非ご覧ください。

親サポートにて対応させていただいてお

ります。

契約時に説明させていただいておりま

す。

契約時に説明させて頂いております。訓

練の状況は新聞で共有させて頂いており

ます。

年２回を基準に、お子さん達と一緒に避難訓

練を行っています。今年度は水害も想定して

の訓練を行いました。

非

常

時

等

の

対

応

満

足

度

こちらこそ、今後ともよろしくお願いい

たします。

現状前例はないが、事故等が発生した際

の対応は契約時に説明させて頂いており

ます。

今後も安心して通える場の保障をしてい

きたいと思います。

こどもたちのライフステージに応じた支援が

できるよう、保護者とも情報連携しながら相

談をしていきたいと思います。

契約時に説明はさせて頂いておりますが、よ

り分かりやすく保護者の皆さんに伝わるよ

う、対応していきたいと思います。

保

護

者

へ

の

説

明

等



（別紙５）

こころとそだちの支援室　ぽーれ
公表日 　　R8　年　3　月　19　日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。

100% 0%

・小集団のグループ分け

・個別が中心であるため、集団活動の際にスペースの変更

が大きく必要

・建物が古いため、必要に応じて応急処置を行っている

が、ちゃんと修理等する必要があると思う。

建物に関しての修繕等は法人と連携していきま

す。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切である

か。

100% 0%

・心理職を多く配置していることは強み

・お子さんの状況を考えて職員配置をしている

・個別での実施となるため、基本的には足りているが、感

染症が流行したときの代替えが個別ゆえ難しい点は大変な

点もある。

個別事業所ゆえに起こるスタッフの代替えの

難しさは課題です。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化

や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。
100% 0%

・バリアフリーの視点での改善は必要かと思う。

・年齢や障害の程度が幅があるため、子供によっては構造

が刺激となることもどうしてもある。

・できる範囲で子どもたちに必要な環境づくりは適宜考え

られていると思う。建物の構造上の限界はありそう。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。ま

た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。
88% 12.50%

・事業所の老朽化は気になる

・手洗い場の水は、冬は暖かいと良いと思う

・できる範囲のことはしているが、建物の古さと劣化は

年々ひどくなっていると思う。

施設の老朽化に伴う諸々な課題があります。

法人と連携して検討していきたいと思いま

す。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認めら

れる環境になっているか。 
100% 0%

・子どもに応じて、部屋の用途で分けている

・基本的に個別のため、環境は整えられている。

・個別が主の事業所である。

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）

に、広く職員が参画しているか。

88% 12.50%

・所内でカンファレンスを月１回行っている

・グループやイベント時には、事前事後と会議や

振り返りなどを行っている。

今後も丁寧なやりとりを積み重ねていきま

す。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け

ており、その内容を業務改善につなげているか。
100% 0%

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に

つなげているか。
100% 0%

・働き方改革として、法人から意見を聞かれたり

と、良い職場づくりへの配慮がなされている。

・年２回のヒアリングを実施している

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。

100% 0%

第三者委員による外部評価は行っていません。監事監査の

実施は毎年行っています。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で

研修を開催する機会が確保されているか。
100% 0%

・積極的に研修を行っている

・GSV参加者が、まばらになりつつある。研修の意欲なの

か、内容の理解なのか、伝わりきらないように思う。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 

100% 0%

・児童発達、放課後等デイサービス、それぞ

れの発達段階に応じた支援プログラムが公表

されている。

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者

のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計

画を作成しているか。 100% 0%

心理的アセスメントや発達検査の実施ができる心理職が多

くいる事業所としての強みがあります。検査結果や行動観

察から見える子どもたちへの目標や家族支援など、適切な

計画の作成ができています。

13

放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責

任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こ

どもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0%

・適切なアセスメントのもと、共通理解での支援が行われ

ています。

・子に対応している職員に丁寧に聞き取りをしてもらった

上で作成されている。

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援

が行われているか 。
100% 0%

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ

ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな

アセスメントを使用する等により確認しているか。
100% 0%

アセスメントは日々丁寧に行っています。心理士の事業所

ということもあり、標準化されたアセスメントツールでは

図り切れないことも知能検査等を用いてアセスメントでき

ることが強みです。

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライ

ンの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、

「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい

及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に

設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

移行支援においては将来を見据えた支援をお

こなっています。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。

100% 0%

グループの活動内容は、イベントのチームや

職員会議などで共有されている。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。

100% 0%

子の発達段階に応じて考えて実施していま

す。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放

課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。
100% 0%

・個別が主の事業所だが、小グループや余暇活動などの集

団も組み合わせ、個別での目標、集団だからこそ起きる課

題など、子の状況に応じて支援を行っています。

・一部、子どもの状態によっては、まだ集団への移行を進

めてはいない

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の

内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい

るか。 100% 12.50%

・開始前には想定される子の動きや危機管理の共有、振り

返りでは子の行動からみえる発達状況や心理を支援に入っ

たスタッフ全員で共有し、所長からSVを受けている。

・内容までの確認は時間的に難しい

基本的には連携ができていますが、計画的な準備

と早めの共有を今後も周知していきます。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援

の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
100% 0%

・振り返りで、情報共有も合わせて行っている

・振り返りの時間を設けることはあまりないが、気になる

子に対しては声を掛け合いながら様子の共有を、行うこと

ができていると思う。

事業所名
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事業所における自己評価結果公表



22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に

つなげているか。
100% 0%

・記録を行ない親担当と共有し、次の支援へ生か

している。

・記録を取る時間がとりづらい。

23
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直し

の必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。
100% 0%

心理的アセスメントを行っている。

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組

み合わせて支援を行っているか。
75% 25%

放課後等デイサービスで働く上での職員が

知っていなければいけない基本的な物なの

で、周知に努めます。

25
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決

定をする力を育てるための支援を行っているか。
100% 0%

発達の段階に応じての支援を行っている。

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議

に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
100% 0%

担当の心理職も出席している。

27
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、

教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。

100% 0%

・連携が取れるよう、また心理的助言ができ

るよう体制を整えている。

・随時必要時に行っている

28

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時

刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）

を適切に行っているか。 100% 0%

送迎がなく、長期滞在型ではないので頻繁ではないが、本

人の発達に関する状況の連携や対応方法などは、保護者の

もと、共有させていただいている。

29
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支

援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。
88% 13%

・移行に関しては会議を密に行い、子供の状況の共有を

行っている。

・必要時には問い合わせるが、特になければ求めることも

ない。

計画相談との連携のもと、情報共有は今後も

丁寧に行っていきたいと思います。

30

学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所

等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等して

いるか。 100.00% 0.00%

会議で行っている。

31
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスー

パーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。
100% 0%

外部講師を招きSVを行っている。

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動す

る機会があるか。
88% 13%

そだちば教室やお祭りなどで地域の方を招い

て交流を行っています。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。

87.50% 12.50%

市町村の他の事業所合同で運動会や職員の交

流会など、幅広く活動を行っており、積極的

に参加している。

普段参加していないスタッフにも参加しても

らうことで様子が分かると思うので、次年度

は検討していきたい。

34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や

課題について共通理解を持っているか。
100% 0%

月１回の個別での親サポートの時間、グルー

プでの親グループなど、その時のお子さんの

様子を共有している。

35

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ

ラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機

会や情報提供等を行っているか。  100% 0%

今年度は外部講師を招いたペアレントプログラムの実施が

ありました。

毎月１回土曜日に親御さん向けの講座やサロンを開催して

いる。

36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を

行っているか。
100% 0%

契約時に行っている。

37

放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意

思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こど

もや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0%

親のニーズやお子さんのアセスメントを丁寧

に行い実施している。親サポートで随時様子

を共有している。

38
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行

い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。
100% 0%

39
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必

要な助言と支援を行っているか。
100% 0%

親サポートで行っている。

40

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ

り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま

た、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしている

か。
100% 0%

親サロンや講座での交流機会の提供、また、

イベント時での交流の機会を設けています。

41

こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも

に、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に

対応しているか。 100% 0%

頂いたご意見からできる限りのことを対応さ

せていただいています。

42

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ

り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対

して発信しているか。 100% 0%

・月１回新聞を発行しています。

・新聞を発行することで行っているが、もう

少しITを活用出来たら良いと思う。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。

100% 0%

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮

をしているか。
100% 0%

45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。
100% 0%

お祭りで地域住民の方を招いて交流を行っています。ま

た、開所記念イベントでは、関係者の方々にも来ていただ

き、事業の様子をご覧いただいています。

46

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも

に、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0%

ご家族へは契約時に説明をしています。職員

は各研修や所内会議で周知しています。
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47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備

え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。
88% 13%

訓練の実施は行っているが、BCPを全てのス

タッフにしっかり周知できるよう取り組んで

いきたい。

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し

ているか。
100% 0%

服薬の確認は都度行い、職員間で共有してい

る。

49
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応

がされているか。
100% 0%

食品を扱う活動の際は都度親御さんへ確認を行

い、職員間で周知している。

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措

置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
100% 0%

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全

計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。
100% 0%

・今年度より、グループ利用の方は緊急先連絡

カードの記入をお願いした。

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について

検討をしているか。
100% 0%

53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を

しているか。
100% 0%

県で開催する研修へ積極的に参加している。

それらを持ち帰り、所内での研修に役立てて

いる。

54

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に

決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放

課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0%

現状対象者はいないが、契約時に説明を行っ

ています。
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（別紙５）

こころとそだちの支援室ぽーれ
公表日 R8　年　　3月　31　日

利用児童数 2 回収数 2

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 訪問支援に使用する教具教材が整えられていますか。

100%

2 プライバシーに配慮された面接室等が整えられていますか。

100%

3 事業の目的が適切に説明されていると思いますか。

100%

4 保育所等訪問支援の頻度や時間について、相談の上決定されていますか。

100%

5
こどもの状態に応じた支援が提供できる職員（職種や人数）体制だと思い

ますか。
100%

本人を良く知っている専門の先生が行っ

てくれるので安心です。

6
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。 
100%

心理の先生なので安心しています。

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、保育所等訪問支援計画（個別支援計画）が作成されている

と思いますか。 100%

8
保育所等訪問支援計画（個別支援計画）には、訪問先施設や担任等の意向

が盛り込まれていると思いますか。
100%

9

保育所等訪問支援計画には、保育所等訪問支援ガイドラインの「保育所等

訪問支援の提供すべき具体的内容」も踏まえながら、具体的な支援内容が

設定されていると思いますか。 100%

10 保育所等訪問支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。

100%

それ以上の支援がされていると思います。

11
保育所等訪問支援を実施する際、訪問先施設に配慮した支援が行われてい

ると思いますか。
100%

学校の先生も信頼しているのがわかりま

す。

12
事業所を利用する際に、運営規程、利用者負担等について丁寧な説明があ

りましたか。
100%

13
「保育所等訪問支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされました

か。
100%

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行なわれていま

すか。 100%

15
必要なときにこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状

況、課題について共通理解ができていると思いますか。
100%

月1回話す時間があります。

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。

100%

月1回話す時間があります。

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。

100%

18

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。 100%

19
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。
100%

20
事業所は、訪問先施設からの相談等に適切に応じ、必要な助言と支援が行

われていると思いますか。
100%

今年度は県内初のペアプロの講習を支援

者向け、保護者向けに行いました。

月1回の親サポートの中でご本人の様子を共有

し、必要時助言を行っています。また、一緒

に考える時間としても提供しています。

上記同様です。

事業所名

ご意見を踏まえた対応
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保護者からの事業所評価の集計結果公表



21
保育所等訪問支援を実施した際に、訪問先施設と訪問支援の内容について

話し合いが行われていると思いますか。
100%

しっかり話し合いが行われていると感じ

ています。

22
保育所等訪問支援を実施した際に、保護者に対して適切に共有がなされて

いると思いますか。
100%

後日、行った時の様子等を共有して頂い

ています。

23

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や連絡体制等の情報や

業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信されています

か。 100%

24 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。

100%

25
事業所では、緊急時の対応について訪問先施設と連携し、実践できるよう

にしていると思いますか。
100%

26
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
100%

27 こどもは訪問支援を嫌がっていませんか。

100%

28 事業所の支援に満足していますか。

100%

学校の状況が良くわかります。

毎回観察後に先生方とお話しする時間を設けてお

り、家庭での困りごとや学校での様子をふまえて、

心理的な助言をおこなっています。
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（別紙６）

公表日

利用児童数

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ ご意見 ご意見を踏まえた対応

1
訪問支援員からの助言や説明は、具体的でわかりやすく、取

り入れやすいものですか。
100%

2
訪問支援員の支援に対する知識・技術等に満足しています

か。
100%

3
訪問支援員は質問に対して、適時・適切に回答してくれてい

ますか。
100%

4
保育所等訪問支援を利用したことで、課題や困りごとが解消

または軽減されましたか。
100%

5 事業所からの支援に満足していますか。

100%

いつもありがとうございます。心理の先生に来ていただけていて、とても助かっています。今後

もよろしくお願いします。

快く受け入れて下さる学校側に感謝し、専門性を生かした支援を今後も継続して行きたいと思

います。

こころとそだちの支援室ぽーれ

　　　R8　　年　3　月31　　日

2　　　　　　　　回収数　1

その他のご意見 ご意見を踏まえた対応

事業所名

訪問先施設からの事業所評価の集計結果公表



（別紙７）

こころとそだちの支援室ぽーれ
公表日 　　　R8年　3　月　31　日

チェック項目 はい いいえ
工夫していると思う点・改善が必要だと

思われる点など
課題や改善すべき点

1 訪問支援に使用する場合の教具教材は適切であるか。

100%

2 利用希望者に対して、職員の配置数は適切であるか。

100%

3
業務改善を進めるためのPDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、

広く職員が参画しているか。
100%

4
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け

ており、その内容を業務改善につなげているか。
100%

5
従業者の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善

につなげているか 。
100%

6
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。
100%

第三者による外部評価は受けていません。

監事さんによる評価は毎年受けています。

今後必要かは法人本部と共有していきます。

7
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で

研修を開催する機会が確保されているか。
100%

年間計画に沿って研修が行われている。 広く周知していけるようにする。

8

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者

のニーズや課題を客観的に分析した上で、保育所等訪問支援計画を

作成しているか。 100%

9

保育所等訪問支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者

だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こども

の最善の利益を考慮した検討が行われているか 。 100%

児発管と心理士チームで検討している。 今後も継続して行く。

10
保育所等訪問支援計画を作成する際には、訪問先施設の担当者等と

連携し、訪問先施設や担任等の意向を盛り込んでいるか。
100%

モニタリングに盛り込みつつ、支援の内容を

検討してる。

11
保育所等訪問支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行

われているか 。
100%

12

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ

ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな

アセスメントを使用する等により確認しているか。 100%

より質の高い視点でか確認できている。 心理士が専門的にアセスメントを行っている。

13

保育所等訪問支援計画には、保育所等訪問支援ガイドラインの「保

育所等訪問支援の具体的内容」も踏まえながら、具体的な支援内容

が設定されているか。 100%

14
保育所等訪問支援計画が職員間で共有され、計画に沿った支援が行

われているか。
100%

15

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の

内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい

るか。 100%

16
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援

の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
100%

17
保育所等訪問支援を実施する際、訪問先の理念や支援手法を尊重し

て支援を行っているか。
100%

18
毎回の支援に関して、記録を取ることを徹底し、支援の検証・改善

に繋げているか。
100%
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事業所における自己評価結果公表



19

定期的に保護者や訪問先の意向の確認やモニタリングを行い、保育

所等訪問支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っ

ているか。 100%

月1回の親サポートを行っている。

20
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議

に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
100%

児発管だけでなく、個別担当の心理士も同席

している。

21
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、

教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。
100%

22
就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、

支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。
100%

必要時に心理的な助言を行っている。

23
質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等に助言を受けた

り、職員を外部研修に参加させているか。
100%

月1回心理の外部講師を招いてGSVの実施を

行っている。また、勉強会などにも積極的に

参加している。

24
(自立支援)協議会子こども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積

極的に参加しているか。
100%

25
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や

課題について共通理解を持っているか。
100%

月1回親サポートを行っている。

26

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ

ラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機

会や情報提供等を行っているか。 100%

今年度は、辻井先生を招き、家族向け、支援

者向けのペアプロを行ないました。

27 運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。

100%

28
訪問先施設に対し、事業の趣旨や訪問支援の目的等について適切に

説明を行っているか。
100%

29

保育所等訪問支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の

尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや

家族の意向を確認する機会を設けているか 。 100%

30
「保育所等訪問支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保

護者から保育所等訪問支援計画の同意を得ているか。
100%

31
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応

じ、必要な助言と支援を行っているか。
100%

32

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ

り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま

た、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしている

か。 100%

33

こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備す

るとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合

に迅速かつ適切に対応しているか。 100%

34

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ

り、活動概要や連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信し

ているか。 100%

35 個人情報の取扱いに十分留意しているか。

100%

36
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮

をしているか。
100%

37
訪問支援に加え、訪問先からの相談等に適切に応じる体制を整え、

必要な助言や支援を行っているか。
100%

38
保育所等訪問支援の実施後に、訪問先施設とカンファレンスを行っ

ているか。
100%

観察後、15分から30分ほど時間を頂いてカン

ファレンスを行う流れで入らせて頂いていま

す。

39
保育所等訪問支援の実施後に、家族等へ適切に支援内容等の共有を

行っているか。
100%

フィードバックをおこなっている。
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40 個人情報の取扱いに十分留意しているか。

100%

41
訪問先施設からの相談に適切に応じ、信頼関係を築きながら、専門

的な助言を行っているか。
100%

心理士がていねいに助言を行っている。

42

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも

に、発生を想定した訓練を実施しているか。 100%

43
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措

置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
100%

年間計画に沿って研修や訓練が行われている。

44
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について

検討をしているか。
100%

45
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を

しているか。
100%

46

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に

決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児

童発達支援計画に記載しているか。 100%
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～ R８年　２月　末日

（対象者数） 児発4名　放デイ61名 （回答者数） 児発2名　放デイ28名

～ 0

（対象者数） 10名 （回答者数） 9名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 引き続き専門性を生かした支援の提供を行って行きます。

2
さらに多くの方にご参加いただけるよう、周知を行って行き

ます。

3
継続して実施していくとともに、研修会などの報告を新聞で

も周知していけたらと思います。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

改修工事など、毎年できる範囲での取り組みはしている為、

今後も法人本部と連携して可能な限り対応して行きたいで

す。

2

新聞での周知や契約時での説明は引き続き継続していき、年

度初めで保護者説明会を行い、その中で再度周知していく対

応をしていきます。

3

交流を望んでいないご家庭もあるため、慎重に取り扱ってい

く必要があると感じています。また、法人のお祭り等の実施

は、年度初めの保護者説明会で地域の方との交流も目的であ

ることを周知していきます。

○事業所名 こころとそだちの支援室　ぽーれ

○保護者評価実施期間
R８年　１月　15日

○保護者評価有効回答数

R8年　１月　15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R8年　3月　3日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

他の児童クラブや児童館との交流、地域の他のこどもとの交流

機会の少なさ。

法人で実施しているお祭りに地域の方や利用者の家族や親せき

の方が参加する機会を設定していますが、それが交流という場

になっているかの周知不足があります。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

事業所の老朽化。
トイレに段差があったり、冬場にお湯が出ない事等含め、建物

の古さと老朽化は年々課題と感じます。

避難訓練などの周知不足。

避難訓練は年2～3回、地震、火災、水害に分けて実施してい

ます。個別内での取り扱いが難しく、土曜のグループ時に実施

しています。新聞での報告や契約時での説明は行っています

が、個別のみご利用の方はやっていないと言う意味では周知が

足りていないと感じます。

在籍職員は公認心理師、臨床心理士有資格者を9割配置してい

ます。個別での支援を実施しており、高い評価を頂けていま

す。

本人の成長発達に合わせた個別での心理カウンセリング、心理

発達サポート、プレイセラピー等を中心にサポートしていま

す。

家族支援として、月1回、個別での家族支援サポート(親サ

ポート）、小グループの家族支援、親講座を実施しています。

親サポートでは、家庭の状況や学校での様子を共有し、子育て

の悩みや本人への対応方法を助言し、一緒に考える時間を提供

しています。また、月1回行っている親サロンでは、発達障害

理解セミナ―や様々な講座を実施し、本人理解につながるよう

支援をしています。

事業所の質の向上として、OJT,SV,GSVが充実して行われてお

り、アセスメント力や専門的な支援の向上に取り組んでいま

す。

専門職の事業所ではありますが、外部から講師を招いて月1回

GSVを行っています。また、所内でのカンファレンスや個別

でのSVなど、職員の学びになる時間が多く設定されていま

す。

事業所における自己評価総括表公表


